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Agenda

第１部（13:15-14:35）

1 オープニング 豊野剛（JPOPF運営チーム）

2 [I]	JPPDP(Policy	Development	process)解説 鶴巻悟（JPOPF運営チーム）

3 [I]	知らないと損するIPアドレスの話 ⾕崎⽂義（JPOPF運営チーム）

4 [I]	Internet番号資源ホットトピックス ⾕崎⽂義（JPOPF運営チーム）

5 [I]	JPNICアップデート 佐藤⾹奈枝（JPNIC）
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Agenda
第2部（14:45-18:45）

6 [I]	APNIC46	/	ARIN42	レポート 川端 宏⽣（JPNIC）

7 [I]	prop-125ディスカッション 鶴巻悟（JPOPF運営チーム）

休憩

8
[P]	035-01	IPアドレス管理業務の各種申請のトランザク
ション化の提案

其⽥学（株式会社インターネッ
トイニシアティブ）

休憩

9 [I]	パネルディスカッション：アジアのIPv6普及状況
吉⽥友哉（NTTコミュニケー
ションズ株式会社），
George	Michelson(APNIC)	

10 [I]	移転⽀援検討作業グループ成果報告 豊野剛（JPOPF運営チーム）

11 クロージング 中川あきら（JPOPF運営チー
ム）
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• 提案タイトル
– IPアドレス管理業務の各種申請のトランザクション化の提案

• 概要
– 資源情報⼀括登録システムに対して、 IPアドレス管理業務にお

ける各種申請のうち下記申請の実装提案
（優先度が⾼い順に）
• 逆引きネームサーバの登録申請
• 逆引きDSの登録申請
• 他 4項⽬

• 詳細
– (提案原⽂) http://jpopf.net/p035-01-v2
– (プレゼンテーション)

http://jpopf.net/JPOPM35Program?action=AttachFile&do=
view&target=p35-01.pdf

•

[提案]035-01 提案内容
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• 結論
– コンセンサスとしない。
– JPOPM運営チームが継続に発表者を⽀援する。

• 会場への確認
– 上記結論に賛成するか。

• 確認結果
– 賛成 13
– ⽀援は不要 0
– 意⾒なし 4

[提案]035-01 結論
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• 議論概要は以下の通り
– 提案には賛成。システム化は好ましい。
– 固定アドレスユーザの逆引き登録の数が多いため、作業負荷を

削減したい。(提案者)
– 必要としている⼈が少ないのではないか。
– ⾃社内で申請登録専任が多いがこの存在がをしらない。JPNIC

の別の話での宣伝をお願いしたい。また、話ができる枠組みを
作れると良い。

– Web 申請でのコピペはきついため、この提案は良い。
– 実装するのであれば、APNICに近いシステムが良いのでは。
– JPNICに2重管理のコストがコミュニティーのためになるかも含

めて検討が必要ではないか。
– ご要望として承り検討をしていきたい。もう少しニーズを洗い

出したい。(JPNIC)

議論(抜粋)
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開催のご案内
• 次回JPOPM36

– 2019年6⽉下旬ごろ
– ip-usersなどメーリングリストで周知いたします

• 次回APNIC 意⾒交換ミーティング（必要に応じ開催）
– 2019年1⽉中旬ごろ
– APNIC事前に⽇本語での議論を予定しています

• 次回APNIC47
– 2019/2/17-28
– Daejeon, South Korea, APRICOT2019 併催
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ポリシー策定プロセスに関する情報
• JPOPFの紹介

– http://www.jpopf.net

• JPOPM33に関する情報
– http://www.jpopf.net/JPOPM33announce

• メーリングリスト
– ip-users

http://www.nic.ad.jp/ja/profile/ml.html#ip
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参加のお願い・問い合わせ等
• 番号資源ポリシーに関する議論の為のML

IP-USERSメーリングリストへぜひご参加ください
– MLへの参加は以下ページから．
– http://www.nic.ad.jp/ja/profile/ml.html#ipusers

• オープンポリシーフォーラム ホームページ
– http://www.jpopf.net/

• オープンポリシーフォーラム関連ご質問／ご要望
–



10

ポリシーWGメンバ（有志）
• チェア:

– 豊野 剛
• コ・チェア

– 中川 あきら
• メンバ:

– ⾕崎 ⽂義
– 鶴巻 悟

• ご協⼒
– JPNICの皆さま
– 会場や中継のファシリテーション等をご⽀援頂いています


